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◎

雨
に
も
め
げ
ず

力
走
ま
た
力
走

第

一
回
交
通
安
全
駅
伝
大
会
は
　
　
　
こ
の
日
は
あ

い
に
く
の
雨
に
見

先
月
二
十
九
日
、
村
と
体
青
協
会
　
　
舞
わ
れ
る
悪

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

の
共
催
で
村
内
を

一
巡
す
る
二
十
　
　
し
た
が
、
中
学
校
チ
ー
ム
の
各
選

四

。
四

・
キ
の
コ
ー
ス
で
六
チ
ー
ム
　
　
手
た
ち
は
十
区
を
除
く
全
区
間
で

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
ラ
ッ
プ
ダ
イ
ム
を

マ
ー
ク
す
る
力

走
を
ぶ
り
を
見
せ
、
他
チ
ー
ム
を

大
き
く
リ
ー
ド
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
こ
と
し
に
入
っ

て
本
村
で
死
亡
事
故
が
相
次
ぎ
、

す
で
に
金
木
署
管
内
の
犠
牲
者
六

人
の
う
ち
本
村
だ
け
で
半
数
の
死

者
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
つ
と
し

て
行

っ
た
も
の
で
す
が
、
村
ぐ
る

み
の
交
通
安
全
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
折
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
さ
ら
に
機
運
を
盛
り
上
げ
る
の

が
ね
ら
い
で
し
た
。

（関
連
記
事
二
面
に
）
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広報しうら ②

―
堕
導

―

中
学
校
チ
ー
ム
が
優
勝

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
駅
伝
大
会

開
会
式
は
午
前
　
　
山
内
荘
三
選
手

（市
浦
営
林
署
）

十

一
時
か
ら
基
幹
　
　
が
力
強
く
宣
誓
し
競
技
に
入
り
ま

集
落
セ
ン
タ
ー
で
　
　
し
た
。

行
わ
れ
、
大
会
長
　
　
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
も
よ

の
高
松
隆
三
体
協
　
　
う
で
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ

会
長
が
あ
い
さ
つ
　
　
っ
た
が
、
中
学
校
チ
ー
ム
の
各
選
．

し
た
あ
と
、
清
野
　
　
手
た
ち
は
駅
伝
コ
ー
ス
の
十
区
を

春
治
金
ホ
警
察
署
　
　
除
く
全
区
間
で
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
を
・

次
長
が
、　
″
こ
の
　
　
マ
ー
ク
す
る
力
走
ぶ
り
を
見
せ
、

駅
伝
大
会
を
契
機
　
　
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

に
交
通
事
故
の
な
　
　
　
コ
ー
ス
途
中
の
十
三
橋
で
は
、

い
明
る
い
村
づ
く
　
　
選
手
を
励
ま
す
太
公
望
の
姿
も
み

り
を
し
て
ほ
し
い
″
　

ら
れ
、
沿
道
で
は
、
雨
の
中
多
数

と
激
励
と
祝
辞
を
　
　
の
村
民
が
見
物
に
繰
り
出
し
、
日

述
べ
ま
し
た
。
　
　
　
の
前
を
走
る
選
手
た
ち
に
大
き
な

さ
ら
に
参
加
チ
　
　
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

―
ム
を
代
表
し
て
　
　
　
コ
ー
ス
各
所
に
は
、
金
木
警
察

署
や
安
全
協
会
、

交
通
指
導
離
な

ど
二
十
人
ほ
ど

が
立
ち
、
交
通

整
理
を
行
い
、

先
頭
と
最
後
に

は
パ
ト
カ
ー
が

つ
い
て
対
向
車

や
後
続
車
に
対

す
る
規
制
を
行

村
と
体
青
協

会
で
は
、

「村

ぐ
る
み
の
交
通
安
全
意
識
が
高
ま

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

ス
ポ
ー

ツ

を
通
じ
て
さ
ら

に
機
運
を
盛
り
あ

げ

て

い
く

こ
と
に
し
て

い
る
。

■
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
市
浦
中

（
新
岡
０
、
小
倉
、

有
馬
、
三
上
、
新
岡
日
、
青
山
、

土
岐
、
九
山
、
三
和
、
成

田
）
１

時
間
３４
分
２４
秒
、
　

②
消

防
署
、

農
協

⌒
吉
田
、
成
田
、
三
和

国
、

武
田
、
奈
良
、

工
藤
、
奈
良

い
、

安
保
、
三
和

働
、
嗚
海

）
１
時
間

４７
分

“
秒
、
③
郵

便
局

（
棟
方
、

藤
本
、
米
谷
、
吉
田
口
、
上
野
、

丁
子
谷
間
、
成
日
０
、
成

田
日
、

丁
子
谷
０
、
三
和
）

１
時
間
５．
分

・６
秒
、
④
金

高
相
内
分
校

１
時
間

５６
分

１６
秒
、
⑤
市
浦
村
役
場

１
時

間
“
分
１９
秒
、
③
市

浦
営
林
署

１

時
間
５９
分

１５
秒

■
ラ

ッ
プ

タ
イ
ム

一
区
間
新
岡
０
９
分

３
秒
、

二

区
間
小
倉
８
分
２３
秒
、
三
区
間
有

馬

Ю
分
４。
秒
、
四
区
間
三
上

ｎ
分

３２
秒
、
五
区
間
新
回
Ｏ

Ю
分
４５
秒

六
区
間
青
山
７
分
３６
秒
、
七
区
間

土
岐

Ю
分

田
秒
、
人
区
間
九
山
７

分

１４
秒
、
九
区
間
三
和

１０
分
８
秒

（
以
上
市
浦
中

）
十
区
間
成
田
８

分
Ю
秒

（
役
場
）

金
木
警
察
署
が
五
十
二
年

十

一
月
二
十
三
日
現
在
で
ま

と
め
た
署
管
内
の
交
通
事
故

発
生
状
況
を
見
る
と
、
今
年

一
月
か
ら
の
発
生
件
数
は
百

二
十
三
件
で
前
年
同
期
の
五

十
四
件
に
対
し
、
す
で
に
六

十
九
件
も
上
回

っ
て
い
ま
す
。

（市
浦
管
内
は
、

こ
れ
ま
で
二
十
四

二
フ

　

件
発
生
し
前
年
同

ト
ホ
　
期
に
対
し
十
五
件

Ａ
り
　
も
ふ
え
て
い
ま
す
Ｊ

お
下
　
　
死
、
傷
者
…
…

た
て
　
死
亡
者
の
数
は
七

仁
栖
　
人
で
、
昨
年
よ
り

菫
星
　
も
二
人
増
え
、
負

・土
圧
　
傷
者
で
は
百
四
十

二薔
　
』は浸０けれ〔。

し

　
　
　
年
齢
別
発
生
状

醜
断
　
況
…
…
二
十
歳
～

ユ潤
　
二
十
五
歳
の
二
十

七
件
、
十
五
歳
～

二
十
歳
の
三
十
五

件
と
若
者
に
集
中
し
て
お
り
、

年
配
者
に
な
る
ほ
ど
そ
の
数

が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

原
因
別
発
生
状
況
…
…
安

全
運
転
義
務
連
反
四
十
六
作
、

速
度
違
反
二
十
件
と
な

っ
て

い
ま
す
。
死
亡
者
七
人
中
の

原
因
別
で
は
酒
酔
七
件
で
三

人
、
速
度
違
反
二
十
件
で
二

人
、
無
免
許
五
件
で

一
人
、

追
越
し
違
反
が
五
件
で

一
人

の
死
亡
と
な

っ
て
お
り
、
暴

走
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡

事
故
が
全
体
の
七
十

一
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

事
故
は
起
こ
し
て
か
ら
で

は
運
い
事
故
の
原
因
は
、　
一
概
に

運
転
者
側
に
あ
る
と
ば
か
り

い
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
運
転
者
の
自
己
満
足

や
運
転
技
術
の
過
信
な
ど
に

よ
る
無
謀
運
転
が
、
事
故
を

多
く
し
た
り
大
き
く
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
事
故
は
起
し

て
か
ら
で
は
も
う
遅
い
の
で

相
手
を
死
に
追

い
や

っ
た

り
、
障
害
者
に
し
て
し
ま
う

と
、
自
分
自
身
だ
け
で
な
く

家
族
の
人
ま
で
も
が
、　
一
生

ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
の
で
き
な

い
大
き
な
心
の
い
た
で
と
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

事
故
を
む
こ
さ
な
い
た
め

に
は
、
歩
行
者

一
人
ひ
と
り

が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
よ
く

自
党
し
、
通
行
の
安
全
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

運
転
者
の
モ
ラ
ル
が
最
も
大

切
で
す
。

道
路
交
通
法
が
、
大
幅
に

改
正
さ
れ

い
よ
い
よ
十
二
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
二

・
二
人
に

一

人
が
運
転
免
許
を
持

つ

″国

民
皆
免
許
時
代
″
を
迎
え
て
、

ク
ル
マ
社
会
の
新
し
い
秩
序

づ
く
り
を
目
指
し
、
交
通
事

故
を
防
ご
う
と
い
う
も
の
で

す
。改

正

の

要

点

●
酒
酔
い
運
転
、
麻
薬
、

党
醒
剤
の
無
謀
運
転
は
、
そ

れ
だ
け
で
免
許
取
消
じ
と
な

●
自
転
車
横
断
帯
が
新
設

さ
れ
、
自
転
車
の
通
行
方
法

や
自
転
車
に
対
す
る
保
護
規

定
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

●
自
動
車
の
使
用
者
や
安

全
運
転
管
理
者
の
安
全
運
転

管
理
責
任
が
強
化
さ
れ
ま
し

●
集
団
暴
走
行
為
な
ど
の

無
謀
な
運
転
に
対
す
る
規
制

と
処
罰
が
巌
し
く
な
り
ま
し
た
。

スタートラインに量んだ選手たち



叙
勲
お
め
で
と
う

日曜
４
群
議

桂
川
地
区
の
秋
田
谷
欠
助
さ
ん

⌒
７．
）
は
、
長
い
間
の
自
泊
功
労

が
み
と
め
ら
れ
、
秋
の
叙
勲
で
勲

六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章
し
ま
し

秋
田
谷
さ
ん
は
昭
和
八
年
四
月

か
ら
旧
相
内
村
議
会
議
員
二
期
、

合
併
後
の
昭
和
三
十

一
年
四
月
か

ら
市
浦
村
議
会
議
会
を
通
算
四
期

を
務
め
、
こ
の
間
、
市
浦
村
農
業

共
済
組
合
理
事
二
期
、
農
業
委
員

一
期
を
歴
任
。
地
方
自
治
振
興
発

展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
十

一
年
十
二
月
か

ら
昭
和
八
年
二
月
ま
で
相
内
小
学

校
冬
季
桂
川
分
教
場
の
代
用
教
員

と
し
て
へ
き
地
教
育
に
も
献
身
的

な
努
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

叙
勲
の
伝
達
授
与
式
は
十

一
月

七
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
、
竹
内
知

事
か
ら
勲
記
と
勲
章
が
秋
田
谷
さ

ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

現
代
の
生
活
は
、
自
動
車
の
発

達
な
ど
で
身
体
を
動
か
す
機
会
が

少
な
く
な
り
、
体
力
の
低
下
が
著

し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ

れ
か
ら
冬
に
な
り
ま
す
と
、
室
内

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
戸

外
で
運
動
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

し
か
し
、
冬
は
夏
と
違

っ
て
行

事
も
少
な
く
、
比
較
的
自
由
時
間

の
多

い
時
期
で
す
の
で
、
考
え
よ

う
に
よ
っ
て
は
、
か
え

っ
て
体
カ

づ
く
り
を
行
う
よ
い
機
会
と
い
え

体
力
づ
く
り
は
、
自
分
自
身
の

基
礎
体
力
を

つ
く
る
た
め
の
も
の

で
す
か
ら
、
日
常
生
活
の
中
に
運

動
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
ら
を
継
続

的
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

こ
の
冬
を
の
り
き
る
た
め
、
冬

の
体
力
づ
く
り
運
動
と
し
て
室
内

ト
リ
ム
運
動
を
実
行
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

ト
リ
ム
運
動
と
は
、
そ
の
人
に

適
し
た
運
動
を
毎
日
欠
か
さ
ず
行

う
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
で
、

「

体
力
づ
く
り
の
生
活
化
」
が
ね
ら

い
で
す
。
身
近
か
な
と
こ
ろ
で
、

あ
な
た
に
合

っ
た
運
動
を
欠
か
さ

ず
続
け
て
く
だ
さ
い
。

市
浦
村
体
育
協
会
で
は
、
室
内

競
技
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室

⌒パ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球

）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

体
力
や
運
動
能
力
を
は
握
す
る
た

め
に
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

幸
福
の
条
件
で
最
も
大
事
な
も

の
は
健
康
で
す
。
積
極
的
に
病
気

を
予
防
し
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
毎

日
を
お
く
る
た
め
に
、
日
常
生
活

の
中
に
ト
リ
ム
を
と
り
入
れ
ま
し

③ 広報しうら

私たちの国民年金

老人保健学級開設

わ
が
国
に
は
、
　
支
給
し
て
、
生
活
の
安
定
を
図
ろ

国
民
年
金
、
厚
　
　
う
と
す
る
も
の
で
、
国
が
給
付
費

生
年
金
保
険
、
　
　
の
一
部
や
事
務
費
な
ど
を
負
担
す

各
種
共
済
組
合
　
　
る
も
の
で
す
。

な
ど
八
つ
の
公
　
　
　
こ
の
う
ち
、
国
民
年
金
は
、
農

的
年
金
制
度
が
　
　
林
漁
業
、
商
工
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

あ
り
ま
す
。
　
　
　
な
ど
の
自
営
業
者
、
自
由
業
者
と

そ
れ
ら
の
目
　
　
そ
の
家
族
及
び
五
人
未
満
の
事
業

的
は
、
歳
を
と
　
　
所
の
従
業
員
と
そ
の
家
族
を
加
入

っ
た
り
、
障
害
　
　
対
摯
と
し
て
い
ま
す
。

者
と
な
っ
た
り
、
　
　
こ
れ
ら
の
人
は
、
二
十
歳
か
ら

生
計
の
中
心
者
　
　
一ハ
十
歳
ま
で
の
間
、
必
ず
加
入
し

が
亡
く
な
っ
た
　
　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

場
合
に
年
金
を
　
　
　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
な
ど
は
、
任
意
に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
年

金
の
種
類
は
、
他
の
制
度
よ
り
多

く
、
老
令
年
金
、
通
算
老
今
年
金
、

障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子

年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
の

七
つ
が
あ
り
ま
す
。

支
給
さ
れ
る
年
金
額
は
、
老
令

年
金

⌒二
十
五
年
納
付
の
場
合
）

は
、
四
五
五
、　
一
〇
〇
円

、
障
害

年
金

⌒二
級
の
場
合
）
と
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金

⌒

い
ず
れ
も
子
等
が
二
人
の
場
合
）

は
、
四
六
二
、　
一
〇
〇
円
で
す
。

こ
の
年
金
の
額
は
、
物
価
の
上

昇
に
応
じ
て
引
上
げ
ら
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
将
来

目
減
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定
額
で

一
カ
月
二
、
七
三
〇
円
で
す
。
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

に
は
、
免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
の
た
め

の
制
度
で
す
。
み
ん
な
の
力
で
き

ら
に
大
き
く
育
て
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て
く
わ

し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係
ま
で
。

「老
人
保
健
学
級
」
は
、
五
十
二
年
度
か
ら
開
設
し
て
い

ま
す
が
、
五
十
三
年
度
は
、
十

一
月
二
十
四
日
か
ら
五
十

四
年
二
月
十
六
日
ま
で
七
回
に
わ
た

っ
て
別
表
の
内
容
で

開
設
さ
れ
ま
す
。



広報しうら ④

疾
病
の
早
期
発
見
に

無
料
で
健
康
診
査

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
健
康
で
　
　
体
に
と
っ
て
生
理
的
に
も
っ
と
も

い
た
い
―
。
と
い
う
の
が
誰
し
も
　
　
危
険
な
一
つ
の
節
日
と
な
っ
て
い

の
願
い
で
す
が
、
健
康
を
保
つ
に
　
　
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
医
学
知
識

は
人
間
の
体
も
、
車
の
定
期
点
検
　
　
の
未
発
達
で
あ
っ
た
昔
の
人
は
、

と
同
じ
よ
う
に
あ
る
時
期
に
は
総
　
　
数
え
年
四
十
二
歳
を
厄
年
と
よ
ん

合
的
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
　
　
で
特
に
警
戒
し
、
お
そ
れ
て
い
た

す
・。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
す
。

特
に
四
十
才
の
声
を
聞
く
と
ガ
　
　
　
今
で
も
厄
年
に
あ
た
る
人
は
故

ン
年
令
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
胃
　
　
事
に
な
ら
っ
て
、
神
式
や
佛
式
に

ガ
ン
や
子
宮
ガ
ン
が
目
立
つ
よ
う
　
　
よ
っ
て
厄
払
い
の
催
事
を
行
っ
て

に
な
り
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
高
　
　
い
る
こ
と
を
み
て
も
、
い
か
に
こ

血
圧
症
等

一
般
的
に
成
人
病
と
い
　
　
の
年
代
が
健
康
上
危
険
な
時
期
で

わ
れ
る
諸
症
状
や
、
更
年
期
偉
害
　
　
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で

が
表
わ
れ
て
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
す
。

こ
の
よ
う
に
四
十
代
は
人
間
の
　
　
　
村
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の

あ
り
が
と
う

市
浦
中
学
校
生
徒
会
で
は
、
意
ま
れ
な
い
人
達

の
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て
て
―
。
と
五
万
三
千

九
百
六
円
を
村
へ
寄
託
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
市
中
祭
」
で
開
い
た
食
堂
の
益
金
、

不
安
を
と
り
除
き
、
明
日
か
ら
ま

た
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
と
、

四
十
二
才
厄
年
健
康
診
査

⌒簡
易

人
間
ド
ッ
ク
＝
約
二
万
円
相
当
）

を
無
料
で
実
施
し
、
疾
病
の
早
期

発
見
と
健
康
保
持
増
進
に
役
立
て

該
当
者
は
全
員
も
れ
な
く
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇
該
当
者

昭
和
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
十

四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た

男
女

◇
検
診
内
容

①
身
体
測
定
、
②
血
圧
測
定
、

③
丙
科
検
診
、
④
胸
部
Ｘ
線
撮

影
、
⑤
胃
Ｘ
線
撮
影
、
Ｃ
心
電

図
、
⑦
肝
機
能
等
生
化
学
検
査

③
尿
一
般
検
査
、
◎
歯
科
検
診

◇
受
検
場
所
　
市
浦
村
診
療
所
、

◇
受
検
期
日

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
一
日

か
ら
昭
和
五
十
四
年
十

一
月
二

十
日
ま
で
。

◇
申
込
手
続

該
当
者
は
、
市
浦
村
役
場
民

生
課
衛
生

・
係
ま
で
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
無
料
受
診
券
を
お
渡

男
子
十
四
名
、
女
子
五
名
の
小

さ
な
紳
士
、
淑
女
の
集
団
。
こ
れ

が
五
年
の
学
級
で
あ
る
。

学
校
課
題
が

「
や
る
気
を
育
て

子
供
た
ち
は
、
何
事
に
も
好
奇
心

が
強
く
、
自
分
で
や

っ
て
み
な
く

て
は
納
得
し
な
い
と
い
う
、
や
る

天
気
の
こ
と
な
ら
。
と
い
う
将
来
の
医
学
者
．

気
象
学
者
を
目
ざ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
は
頭
の
さ
が
る
思

い
が

す
る
。
勉
強
ば
か
り
で
な
く
、
体
力
づ
く
り
に

も
ま
た
熱
心
で
あ
る
。
ね
む
い
目
を
こ
す
り
を

が
ら
の
早
朝

マ
ラ
ソ
ン
、　
一
級
を
目
ざ
し
て
の

な
わ
と
び
な
ど
、
自
分
の
目
標
を
き
め
て
休
ま

ず
続
け
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
つ
い
先
日
の
、

校
内

マ
ラ
ソ
ン
記
録
大
会
に
は
っ
き
り
あ
ら
わ

れ
た
。
五
年
生
が
、
六
年
生
を
押
え

一
、
二
位

を
占
め
、
し
か
も
、　
一
位
と
二
位
は
最
後
の
ト

ラ
ッ
ク

一
周
で
猛
烈
な
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
を
演
じ
、

ほ
と
ん
ど
同
時
に
ゴ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
が
、

二
位
に
な

っ
た
の
は
女
子
で
あ

り
、
み
ん
な
そ
の
根
性
に
は
称

賛
の
声
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

男
子
に
く
ら
べ
、
女
子
は
い

つ
も
教
室
の
す
み

っ
こ
に
押
し

こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
と
、

心
配
す
る
む
き
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
な
ん
と
、
そ
ん
な
心
配

は

一
切
無
用
、
い
ざ
と
な
る
と

女
子
軍
の
団
結
は
固
く
、
約
二

倍
の
男
子
軍
を
相
手
に
得
意
の

舌
戦
に
持
ち
こ
み

一
歩
も
あ
と

に
ひ
か
な
い
。
あ
ま
り
の
か
し

ま
し
さ
に
男
子
軍
は
ひ
き
さ
が

ら
ぎ
る
を
得
な
く
な
る
。
み
ん

な
個
性
的
で
、
や
る
気
充
分
の

子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
あ
る
。

ネ
プ
タ
の
寄
附
金
、
金
魚
す
く
い
の
収
益
金
の
一

部
で
す
。
村
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
た
す

け
あ
い
資
金
」
と
し
て
、
福
祉
向
上
に
役
立
て
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

１
９
ミ

ー気
充
分
の
子
ば
か
り
で
、
毎
日
の
学
習
時
に
も
、

質
問
、
意
見
が
ど
し
ど
し
出
て
、
た
ち
ま
ち
の

う
ち
に

一
時
間
は
過
ぎ
て
し
ま
う
。

ま
た
家
庭
学
習
、
ひ
と
り
研
究
も
盛
ん
に
行

わ
れ
、
病
気
の
こ
と
な
ら
。
歴
史
の
こ
と
な
ら
。

や
る
気
充
分
な
子
ど
も
た
ち

十三小学校五年

担任 工 藤 隆 夫
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軽の先住民族

豊

津
嘔
は
目
曽
部
の
理
想
郷

海
辺
に
行
け
ば
魚
員
の
利
あ

り
、
河
川
を
さ
か
の
ば
れ
ば
鮭

絆
等
の
魚
獲
あ
り
、
山
丘
を
は

し
れ
ば
鳥
獣
や
山
菜
果
実
を
意

の
ま
ま
に
捕
獲
採
集
す
る
こ
と

の
出
来
る
津
軽
の
土
地
は
、
ま

っ
た
く
何
曽
部
族
の
理
想
郷
で

島

勝

蔵

阿
曽
部
族
は
、
古
代
阿
曽
部

が
森
の
中
心
地
で
あ
る
盛
田
―

モ
リ
は
社
で
神
の
鎮
ま
り
ま
す

土
地
、
夕
は
均
ら
す
と
い
う
こ

と
で
領
城
を
表
わ
す
意
―
に
部

落
を
つ
く
り
、
自
神
晨
か
ら
中

山
山
系
に
か
け
て
山
沢
河
海
の

津
軽
を
幾
世
代
も
の
間
、
わ
が

も
の
顔
に
営
々
と
安
穏
な
生
活

を
続
け
て
い
た
の
で
す
。
も
さ

ろ
ん
、
津
軽
の
要
所
要
所
に
部

落
を
建
て
、　
一
族
の
者
を
曾
長

と
し
て
治
め
て
い
た
の
で
す
。

津
保
化
に
敗
け
た
阿
曽
部

し
か
し
、　
一
応
安
穏
と
見
え

る
阿
曽
部
族
に
も

一
抹
の
不
安

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
阿

曽
部
が
森
の
近
頃
の
不
気
味
な

地
響
き
で
し
た
。
ゴ
ー
コ
ー
と

部
落
を
嗚
動
さ
せ
る
地
響
き
が

頭
痛
の
種
で
し
た
。
こ
の
か
ぐ

わ
し
き
天
地
に
―
日
は
東
よ
り

高
く
出
で
、
阿
曽
部
が
森
の
部

落
に
慈
愛
の
光
　
を
与
え
、
静

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
―
何
か
が

■
来
し
て
来
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
い
う
不
安
で
し
た
。
阿
．

曽
部
族
の
曾
長
は
、
石
神
の
盛

に
一
族
を
集
め
て
、
日
々
の
祈

り
を
す
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

大
き
な
地
響
き
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
津
保
化

一
族
が
日
出

ず
る
国
津
軽
の
豊
土
極
楽
の
地

を
目
ざ
し
て
西
浜
に
や
っ
て
来

た
こ
と
で
し
た
。
武
に
強
い
、

縄
文
式
土
器
文
化
を
持
つ
津
保

化

一
族
と
阿
曽
部

一
族
と
は
、

自
神
山
や
大
鉢
山
の
■
で
死
に

も
の
狂
い
で
開
い
ま
し
た
。
地

の
利
を
得
た
阿
曽
部

一
族
は
苦

戦
に
苦
戦
を
続
け
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
武
器
が
ち
が
う
こ
と
で

し
た
。
で
も
、
異
民
族
で
あ
り

わ
が
生
活
日
を
侵
略
し
て
き
た

津
保
化
族
を
辞
し
て
お
け
ま
せ

ん
。
死
闘
に
死
闘
を
繰
り
返
し

ま
し
た
が
、
津
保
化

一
族
に
対

抗
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
阿
曽
部
族
は
、
い
た
る

所
で
敗
戦
し
ま
し
た
。

津
保
化
族
に
従
僕
を
約
す

阿
曽
部

一
族
の
族
主
は
、
い

っ
た
ん
盛
田
に
集
結
し
、
石
神

に
祈
願
を
終
え
、　
一
族
の
存
続

る
こ
と
を
宣
言
せ
ぎ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
闇
門

の
滝
を
東
に
退
き
、
百
沢
に

一

族
と
共
に
退
去
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
し
つ
こ
く
も
津
保
化

一

族
は
追
撃
の
手
を
ゆ
る
め
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
こ
で
も
激
し
い

戦
い
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

つ
い
に
降
る
者
が
多
く
、
死
者

負
傷
者
が
続
出
し
ま
し
た
。
族

長
は
、
津
保
化
族
に
忠
減
す
る

こ
と
を
誓

っ
て
降
参
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
津
軽
の
諸
所
に
部

落
を
形
成
し
て
い
た
阿
曽
部
族

も

つ
ぎ
つ
ぎ
と
津
保
化
族
に
か

ぶ
と
を
脱
ぎ
、
従
僕
と
な
る
こ

と
を
約
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
第

一
次

の
関
争
は
新
民
族
に
旗
を
う
ば

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
部

落
を

つ
く
る
こ
と
を
許
さ
れ
、

余
命
を
津
軽
の
山
奥
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
、
娘
た
ち
は
し
ば
し
ば
津
保

化

一
族
の
若
者
た
ち
に
お
か
さ

れ
、
津
保
化

一
族
と
混
血
す
る

こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
津
保
化

一
族
の
文
化
を
強
要
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
政
治

。
経

済

。
文
化
の
す
べ
て
が
、
津
保

化
族
に
よ
る
忍
従
の
生
活
を
幾

世
代
も
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

福

島

城

跡

福
島
城
は
安
倍
、
安
東
氏
の
居

城
で
常
時
七
十
隻
の
軍
船
が
駐
留

し
、
海
上
交
易
の
要
所
と
し
て
成

勢
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

延
久
三
年
一、宅
一
）
に
築
城
し

ま
し
た
が
、
城
領
半
里

⌒
ニ

ロ
キ
）

四
方
、
城
棟
五
百
七
十
、
城
門
十

二
カ
所
、
出
城
八
方
、
砦
二
十

一

棟
、
柵
千
二
百
間
、
ろ
う
兵
三
千

六
百
人
、
馬
千
頭
、
農
奴
四
千
人
、

水
軍
五
十
八
隻
千
二
百
人
、
沖
仲

師
二
百
五
十
人
、
そ
の
他
二
百
人
、

出
城
と
し
て
東
に
鏡
城
、
南
に
青

山
城
、
乙
辺
地

⌒オ
ッ
ペ
チ
）
柵
、

中
里
城
、
深
郷
田
柵
、
北
に
唐
川

城
、
西
に
羽
黒
城
、
中
島
柵
、
西

南
に
権
現
城
を
築
い
て
強
勢
を
張

し
か
し
、
豪
勢
を
き
わ
め
た
安

東
氏
も
応
永
三
十
二
年

（
西
云

）

南
部
守
行
に
破
れ
、
福
島
城
三
百

五
十
年
間
の
歴
史
に
終
止
行
を
打

昭
和
三
十
年
、
東
京
大
学
江
上

波
夫
教
授
に
よ
り
城
跡
の
発
屈
調

査
が
行
わ
れ
、
城
門
を
は
じ
め
堅

穴
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

阿
曽
部
、津
保
化
族
の
闘
争
①

“

文式土彗文化を持つ沖保化―族と
阿
"“

―族は自神山や大鉢山の■で
死にもの狂いで田いました。・

か
に
西
海
の
果
て
一
沈
む
天
地
　
　
の
た
め
神
の
土
地
盛
田
を
捨
て
　
　
せ
ん
で
し
た
。
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連 載

花

を

愛
す

る

子

小
野
守
　
薔
　
弘

大
田

（碩

”
）

今
年
も
ま
た
、
枚
舎

の
周
囲
に
色
と
り
ど
り

の
花
が
咲
き
、
日
曜
日

な
ど
も
花
に
水
を
や
っ

た
り
し
て
い
る
子
供
の
姿
を
見
か
け
た
。

命
あ
る
も
の
の
命
を
保
ち
、
青
て
る
こ
と
は
た
い

へ
ん
な
こ
と
で
あ
る
が
、
子
供
た
ち
は
、
花
の
栽
培

を
と
お
し
て
、
暖
か
い
思
い
や
り
や
根
気
強
さ
を
身

に
つ
け
る
と
と
も
に
、
協
力
の
大
切
さ
を
感
じ
と
っ

練
習
を
つ
み
、
勝
つ
喜
び
を

山

内

荘

三

市
浦
村
で
も
、
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
試
合
を
見
て
感
デ

る
こ
と
は
、
プ
レ
ー
を
す
る
段
階
で
自
分
が
何
を
ど

う
処
理
す
べ
き
か
、
ま
だ
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
技
術
的
に
は
非
常
に
良
い
も
の
を
も
っ
て

い
な
が
ら
、
あ
が
っ
て
足
が
地
に
つ
い
て
い
な
い
選

手
も
み
う
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
都
市
と
違
っ
て

Ｉ

Ｌ
尋

―

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
花
を
見
て
い
つ
も
感
す
る
こ
と
は
、
花
に

は
大
き
い
花
も
小
さ
い
花
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

花
は
隣
り
の
花
を
う
ら
や
む
こ
と
な
く
、
自
分
の
色

を

一
杯
に
出
し
て
い
る
を
い
う
こ
と
で
す
。

子
供
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
を
持
ち
、
個
性
を

持
ち
、
事
庭
の
事
情
も
違
う
わ
け
で
あ
る
が
、
花
を

愛
す
る
こ
と
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
た
く

ま
し
く
清
ら
か
に
自
分
を
相

一
杯
咲
か
せ
て
く
れ
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
花
を
愛
す
る
心
は
、
子
供
た
ち
の
情
操
を

豊
か
に
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
一

つ
で
あ
る
。

数
多
く
試
合
を
し
て
い
な
い
こ
と
も
原
因
で
す
が
、

そ
れ
に
は
積
極
的
に
練
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

特
に
体
協
チ
ー
ム
は
、
各
自
の
仕
事
が
異
り
、
全
部

員
が
集
ま
っ
て
練
習
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、

練
習
す
る
時
間
ぐ
ら
い
は
自
分
で
つ
く
る
べ
き
だ
と

思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
常
の
仕
事
に
相
力
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
し
、
仕
は
競
技
者

だ
と
い
う
意
識
を
捨
て
、　
一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ

を
と
お
し
て
心
身
を
き
た
え
る
こ
と
が
勝
利
に
結
び

つ
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

競
技
に
参
加
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
勝
っ
喜

び
を
味
わ
っ
て
は
し
い
も
の
で
す
。

事

故

防

止

の

た

め

に

松

本

芳

子

最
近
の
新
聞
を
み
て

驚
い
て
い
る
こ
と
は
、

毎
日
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
る
交
通
事
故
と
子

供
の
自
殺
の
記
事
で
す
。

交
通
事
故
は
、　
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
気
に
な
っ
て

ル
ー
ル
を
守
り
さ
え
す
れ
ば
絶
対
起
き
な
い
の
で

・
―ま

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
転
者
だ
け
で
な
く
、
歩
行

者
も
相
手
の
立
場
を
よ
く
理
解
し
、
交
通
事
故
は
絶

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
と
私

村
　
■̈
　
や
し
子

こ
の
ご
ろ
子
供
が
病

気
で
学
校
を
休
む
こ
と

先
日
、
先
生
か
ら
病

気
の
原
因
を
聞
か
さ
れ
た
私
は
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

「
好
き
燎
い
」
の
多
い
子
供
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を

好
ん
で
食
べ
て
い
る
わ
が
子
を
み
る
と
、
た
し
か
に

身
体
は
大
き
い
が
、
体
力
的
な
点
で
は
他
の
子
供
に

劣
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

対
な
く
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
急
に
多
く
な
っ
て
き
た
子
供
の
自
殺
で
す
。

子
を
持
つ
親
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
シ
ョ
ッ
ク
な
ニ
ュ

ー
ス
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
理
由
は
多
種
多
様
で
し

ょ
う
が
、
親
子
の
対
話
等
も
昔
に
く
ら
べ
て
少
な
く
、

そ
の
反
面
物
質
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
精
神
的

に
は
孤
独
な
事
も
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
子
供
は
親
の
宝
で
あ
り
、
国
の
担
い
手
で
も

あ
り
ま
す
。
大
人
は
、
も
っ
と
子
供
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
努
力
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

次
代
を
に
な
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
よ
り
よ
い
環

境
を
つ
く
り
あ
げ
て
ゃ
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず
親
の
責
任
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

私
は
、
健
康
会
議
や
、
食
品
公
害
テ
ス
ト
な
ど
に

参
加
し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
は
日
常
生
活
上
あ
ま

り
好
ま
し
く
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ィ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
す
べ
て
が
好
ま
し
く
な
い
と
は
決
め
つ
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
忙
し
さ
に
ま
か
せ
、
子
供
た
ち
に

せ
が
ま
れ
る
ま
ま
に
与
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
病
気

で
学
校
を
休
む
子
供
を
気
づ
か
い
な
が
ら
、

「
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
」
や

「
フ
ア
ン
タ
」
ば
か
り
飲

ん
で
い
る
か
ら
だ
。
と
言
い
き
か
せ
な
が
ら
も
、
主

婦
と
し
て
の
責
任
を
感
じ
る
の
で
す
。

家
族
の
健
康
を
管
理
す
る
た
め
に
も
で
き
ち
だ
け

手
づ
く
り
の
食
品
を
与
え
な
け
れ
ば
…
…
。
と
思
う

こ
の
ご
ろ
で
す
。

交通事故相餞は

い っ さい無 料 です

自動車事故による被害者救済は

社会的要請であり、これに関連し

て自動車の保険に対する関心と期

待はきわめて大きいものがありま

す。

社団法人、日本採害保険協会で

は「自動車保険請求相談センター

」を設けています。

強制、任意を問わず自勲車保険

の請求、交通事故の相談を専間相

談員が無料で行っていますので、

気軽に相談してください。

■相談場所

青森市長島2丁目10の 4、 ヤマ

ウビル8階 (県立病院向い)

■相談日 日曜、祭日を除く
毎日、平日は午前9時から午後

4時30分。 (土曜日は正午まで)

直通  0177 22-1025

青春県最低賃金決定

1日 2,228円 に

青森県の最低賃金が改正されま

した。

昭和52年 11月 10日 から実施され

ていた最低賃金 (1日、 2,038円

は、10月 20日 から (1日 、 2,2
28円)に 改められました。 ・

照会、相談は五所川原労働基準

監督署へ…電話 5-2309



⑦ 広報しうら

サラリーマンの給与に対する所得税は、毎

月の給料やボーナスの支給の際に源泉徴収さ

れますが、徴収された所得税の年間合計額と

一年間の給与総額に対する正規の税額 (年税

額)と は、一致しないのが普通です。

も11'1111'二 il:]〕II:こ 1、  tト
生命保険料、損害保険料等の控除が、 フ

毎月の給料やポーナスから控除され リ
ないことなどのためです。      l
このため、その年最後の給与の支 マ
払いを受けるときにその精算が行わ ン

を購入した方で二年目以降の住宅取  調

[illili:::]:「li[ 
等

蓄控除を受けられる方は、納め過ぎ

た税金の還付や、控除を受けられますから、

手続きを忘れないようにご注意下さい。

なお、詳しいことは、最寄りの税務署にお

尋ね下さい。

行政相談員の鳴海です

電 電
話 話

一 〇
七 四
七 五
番 番

毎
日
の
く
ら
し
の
上

で
、
村
や
県
の
施
策
の

影
響
が
強
く
出
て
い
る

承
知
の
と
お
り
で
す
。

行
政
は

一
般
的
な
基
準

で
行
れ
ま
す
の
で
、
個

人
的
な
特
殊
な
立
場
か
ら
見
ま
す

と
、
意
外
に
満
足
で
き
な

い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
と
し

て
は
大

い
に
困

っ
て
い
る
の
に
、

ど
こ
へ
訴
え
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
で
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
で
ぉ
困
り
の
方
は
、

い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

相
談
は
無
料
で
固
く
秘
密
を
守

自
宅

児
童
館

おしらせ

晨業用免税軽油の申睛 を″

54年に使用する農業用免税軽油

の申請受付けはつぎのとおりです。

■期日 12月 12日 (市浦村の指

定日)指定された日に申請できな
かった方は、12月 25日 、26日 にな

ります。

■受付場所 五所川原県税事務
所。

■取りまとめ機関 農業協同組
合及び軽油販売店。

■申請用紙 農業協同組合及び
軽油販売店にあります。

受付指定日以前に必要書類を添

えて早めに申請手続きをしてくだ

失業保険の口定

冬期間 の 日程 が決 りま した

冬期間の失業保険認定日は次の

とおりです。認定日には、Fp鑑 を

忘れないでください。

年賀状は12月 20日 までに

あて名、郵便番号をハッキリと

ことしも年賀状を書く時期にな

りました。

郵便局ではせつかく書いた年賀

状が間違いなく元旦に届けるため

につぎのことに注意するようのぞ

んでおります。

■あて名をハッキリくわしく。

郵便番号も忘れずに。

■郵便番号を書けば都道府県名は

省略できる。

■友だちに出すときは、お父さん

の名前 (肩書)も書く。

■自分の郵便番号、住所、名前も

忘れずにハッキリくわしく書く。

■年賀状は12月 15日 から引受けま

すが、20日 までにポストに入れる。

20日 を過ぎると郵便局はたいへん

混雑しますので元旦配達がむずか

しくなります。

■私製はがきで年賀状を出すとき

は、表面に「年賀」と朱書きしlて

ください。また、「市内」「県外」

「その他」にわけて出してくださ

■郵便小包は混雑しますので15日

までに出してください。

(村内各郵便局)

∞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

制
／
ｔ
ヽ
ノ

制

|十
「↑
民
彗

彙
野
邦
夫
さ
ん
三
女

豪
綺
子
ち

や
ん

（
生
後
八
カ
月
）

わ
た
し
、
プ
ラ
ン
コ
だ
い
す
き
…

い
つ
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
仲
よ
く
遊
ん

で
い
る
の
…
…
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永
久
歯
は
文
字
通
り
、
永
久
に

一
生
咀
み
合
せ
に
作
用
し
ま
す
。

水ヽ
久
歯
は
６
歳
か
ら
乳
歯
と
は
え

代
わ
り
、
１６
・
・７
歳
頃
に
終
わ
歳

り
ま
す
。
智
歯

（親
知
ら
ず
）
は

２５
歳
ま
で
は
え
ま
す
が
、
近
頃
は
、

は
え
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

永
久
歯
の
交
換
期
に
関
心
を
持

ち
、
適
期
の
乳
歯
の
抜
去
を
し
な

い
と

″歯
列
不
正
″　
⌒歯
並
び
が

悪

い
）
、
咀
し
ゃ
く
が
充
分
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
消
化
不

良
、
胃
腸
障
害
、
口
腔
内
不
潔
、

栄
養
　
不
足
、
糖
分
の
過
多
な
ど

で
虫
歯
に
な
る
や
す
く
な
り
ま
す
。

第

一
大
旧
歯
は
永
久
歯
の
う
ち

一
番
早
く
出
て
来
ま
す
。
大
切
な

歯
で
あ
り
、
ま
た
虫
歯
に
な
り
や

す
い
歯
で
す
。

⌒虫
歯
の
好
発
部
位
）

咬
合
面

（咀
み
合
せ
面
）

歯
と
歯
の
間
、
歯
根
と
歯
の
間
隙

歯
面
の
く
ぼ
み

⌒寓
）
な
ど
。

虫

歯

の

程

度

Ｃ‐
（カ
リ
エ
ス
ー
度
）
…
エ
ナ

タ
ル
質
が
お
か
さ
れ
、
自
党
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
は
簡
単
で

予
防
で
き
ま
す
。
Ｃ２
（カ
リ
エ
ス

Ⅱ
度
）
…
急
牙
質
ま
で
犯
さ
れ
、

冷
温
に
鋭
敏
に
し
み
る
。
こ
の
時

期
に
早
目
に
治
療
を
し
て
下
さ
い
。

Ｑ

（カ
リ
エ
ス
Ⅲ
度
）
…
歯
髄
す

な
わ
ち
、
神
経
に
達
し
、
冷
温
に

敏
感
で
、
食
物
が
は
さ
ま
る
と
、

痛
み
だ
し
、
こ
う
い
う
時
期
で
は

も
う
遅
く
、
神
経
を
殺
し
、
手
間

の
か
か
る
複
雑
治
療
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

Ｃ‘
（カ
リ
エ
ス
Ⅳ
度
）
…
歯
髄
神

経
が
死
ん
で
　
歯
が
治
っ
た
状
態

で
あ
る
が
、
治
っ
た
の
で
は
な
く
、

深
部
に
進
行
し
、
歯
が
う
ず
い
た

り
、
歯
ぐ
き
が
は
れ
た
り
、
歯
質

が
か
け
て
、
大
半
は
抜
歯
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
で
す
。
こ
の
よ

う
な
恐
し
い
虫
歯
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

結
綸
と
お
願

い

歯
科
医
師
は
、
な
る
べ
く
、
神

―

”
導

―

経
を
殺
す
な
、
歯
を
抜
く
な
と
説

明
努
力
し
ま
す
。
い
く
ら
上
手
に

治
し
て
も
自
分
の
歯
の
機
能
は
回

復
で
き
ま
せ
ん
。
歯
す
な
わ
ち
ロ

腔
に
関
心
を
持
ち
、
虫
歯
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
痛
く

な
い
時

⌒
Ｃ‐
・
Ｃ２
）
に
予
防
治
療

す
る
こ
と
で
す
。
年

一
回
は
必
ず

歯
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

偏
食
せ
ず
、
肉
食
、
菜
食
問
わ

ず
栄
養
分
を
充
分
摂
る
こ
と
。
歯

は
正
し
く
磨
き
、
就
寝
前
、
毎
食

後
も
必
ず
磨
き
ま
し
ょ
う
。
食
物

は
よ
く
咀
み
、
甘
い
物
は
量
を
減

す
こ
と
で
す
。
最
後
に
来
院
時
は

歯
を
磨
き
、
回
腔
内
を
清
潔
に
し
、

口
紅
は
機
械
を
よ
ご
し
、
治
療
に

不
便
を
も
た
ら
す
か
ら
さ
け
、
着

物
は
簡
単
な
服
装
で

（機
械
を
落

し
た
り
、
こ
わ
し
た
り
し
ま
す
Ｊ

来
て
下
さ
い
。歯

科
医
師
　
白
洪
鎮

▽
三
級
　
一二
和
裕
子

（辻
分
珠

算
塾
）
俵
谷
有
知
子

（脇
元
小
）

▽
四
級
　
小
笠
原
孝
子
、
中
居

恵

⌒相
内
小
）
吉
田
恵
、
渡
辺
英

樹

⌒辻
分
珠
算
塾
）
山
田
伸
悦
、

村
元
道
子
、
葛
西
香
織

（脇
元
小
）

木
村
加
代
子
、
相
坂
孝
弘

（十
三

小
）

▽
五
級
　
今
井
康
裕

（相
内
小
）

成
田
知
子

⌒辻
分
珠
算
塾
）
奈
良

久
美
子

⌒太
田
小
）
相
沢
恵
美
子

（脇
元
小
）
石
沢
慎

一
、
湯
浅
俊

子
、
相
川
美
栄
子
、
花
島
淳

（十

三
小
）
▽
六
級
　
奈
良
武
文

（辻
分
珠

算
塾
）
奈
良
美
佐
子

⌒太
田
小
）

葛
西
裕
教

⌒脇
元
小
）
若
山
馨
、

秋
月
広
美

⌒十
三
小
）

▽
七
級
　
伊
東
和
二

（相
内
小
）

佐
藤
和
彦

⌒辻
分
珠
算
塾
）
櫛
引

勝
利
、
葛
西
ひ
ろ
子
、
萬
谷
情
二

⌒脇
元
小
）
浜
田
宏

一
郎
、
奈
良

み
き
子
、
豊
島
静
子
、
小
倉
礼
子
、

柳
谷
香
代
子

⌒十
三
小
）

▽
八
級
　
下
沢
典
子
、
九
山
暦

子

（太
田
小
）
石
岡
祐
子
、
太
田

絵
利
子

⌒脇
元
小
）
石
沢
慶
子
、

三
橋
る
み
、
自
川
正
人
、
宮
崎
真

貴
子
、
亀
田
孝
子

⌒十
二
小
）

歯
の
常
識
と
口
腔
衛
生

戸籍の窓

鋼
お 誕 生

相川 歌子 (磯松 )
葛西亜紀子 (磯松 )

秋田谷仁花 (桂川 )

村上 こずえ (十三 )

雄

郎

雄

一

太

富

洋

忠

英

ご 結 婚

(環
出
マ了撃 1北
海
資|

(黛雫 雪言 1鯛海:|
(霙寛けぃ撃 1警 陰|
(1藤 展撃 1票 竃|
(撃

`野

曹I子 1奎児ヨ|
(層:輝撃 1票 増|
(霜窯
千
覚李 1軍 菫|

(言霞 翁冥 1真 曇|
(常出
内
意7 1軍  菫|

お くやみ

三上 たよ (脇元)76歳
成田 くに  (脇元)67歳
武田忠次郎  (太田)83t
着山三太郎  (十二)74歳
川村 直俊  (相内)50歳


